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5.  プロトタイプ機の開発

チャイルドシートを使用することが日本においても義務化さ

れるなど，助手席乗員クラス分類にあたってチャイルドシート

の有無を判断することが実用上重要になる。自動車メーカーは

安全上の観点から，助手席エアバッグ装着車の場合には後席に

チャイルドシートを取り付けることを推奨しているが，ユーザ

ーがチャイルドシートを助手席に装着するケースも考えられ

る。

あるチャイルドシートを置いたときの荷重分布の例を図10

に示す。このように人間が着席している場合と大きく荷重分布

が異なる。この分布形状を比較することにより，座席占有物が

人なのかチャイルドシートを含めた物なのかを判断できるかど

うかを考察する。実験機を用いて座席にチャイルドシート，砂

袋，鞄等の物が置かれているときの荷重分布データを収集し，

前章で収集した人のデータと併せて半分のデータを学習データ

として利用してNeural networkを作成し，残りのデータを作成

したNeural networkに入力したときに出力された結果を求めた

ところ，今回の実験データにおいては 90％程度の正解率が期




